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八
・
綾
瀬
川
の
䣕
藻
刈
䣖
に
つ
い
て

真
壁

志
郎

一

は
じ
め
に

昭
和
五
十
一
年
䣍
綾
瀬
川
を
地
域
総
出
で
清
掃
を
す
る
写
真
※
①
が
残
さ
れ
て
い
る
䣎
今

で
は
懐
か
し
い
こ
の
光
景
だ
が
䣍
江
戸
時
代
か
ら
現
代
へ
と
大
き
く
時
代
が
変
わ
䣬
て
も
䣕

藻
刈
䣖
と
呼
ば
れ
た
村
々
の
河
川
作
業
は
連
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
䣎
１
０
０
年
遡
る
だ
け

の
䣕
村
䣖
社
会
が
䣍
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
田
畑
を
切
り
開
い
て
耕
し
䣍
独
自
に
掟
を
定
め

て
秩
序
を
た
も
ち
䣍
年
貢
・
助
郷
を
負
い
な
が
ら
も
時
に
は
願
書
や
訴
訟
を
も
䣬
て
幕
府
権

力
に
対
抗
す
る
活
力
あ
ふ
れ
た
生
活
を
し
た
事
実
も
浮
か
び
上
が
䣬
て
く
る
䣎
当
時
の
村
の

生
活
を
探
求
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
䣍
今
に
続
く
特
色
あ
る
地
域
社
会
へ
の
変
貌
の
ヒ
ン

ト
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
䣎
水
本
邦
彦
氏
䣕
村

百
姓
た
ち
の
近
世
䣖
①
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
の
リ
ア
ル
な
村
を
䣍
綾
瀬
川
の
藻
刈
を
例
に
と
り
な
が
ら
䣍
支
配

権
力
と
の
関
係
や
村
独
自
の
取
り
決
め
で
自
治
運
営
す
る
村
落
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
䣎
武
州
埼
玉
郡
七
左
衛
門
村
の
概
況
を
䣕
新
扁
武
蔵
風
土
記
稿
䣖
②
か
ら
要
約
す
る
䣍

䣗
七
左
衛
門
村

附
持
添
新
田
䣘

七
左
衛
門
村
ハ
寛
永
ノ
頃
二
七
左
衛
門
新
墾
ス…

…

開
発
ノ
後
ヨ
リ
御
料
所
ナ
リ…

高
札
場
三
䣿
所

小
名

上
組
・
四
ツ
谷
・
前
谷
・
根
郷
・

中
組
・
下
組

古
綾
瀬
川…

新
綾
瀬
川
添
ヒ
二
水
除
ノ
堤
ヲ
設
ク…

(

略)

ま
た
䣍
天
保
九
年
䥹
１
８
３
８
䥺
䣕
村
差
出
明
細
帳
䣖
③
等
に
よ
れ
ば
䣍

一
御
検
地…

酒
井
河
内
守
様
御
掛
リ…

武
蔵
国
埼
玉
郡
七
左
衛
門
村

御
領
・
私
領…

紀
州
様
御
鷹
場
御
座
候…

鳩
䣿
谷
往
来
道…

䥹
略
䥺

村
高
１
１
４
０
石
余
・
家
数
７
４
軒
・
寺
３
䣿
寺
・
名
主
２
軒
䣍
寺
院
の
境
内
以
外
に
所
有

す
る
持
添
地
も
あ
り
新
旧
綾
瀬
川
添
い
状
況
な
ど
の
詳
細
な
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
䣎

二

相
給
村
の
特
徴

七
左
衛
門
村
に
み
ら
れ
る
相
給
村
④
は
䣍
旗
本
領
の
多
い
関
東
農
村
や
公
家
寺
社
領
な
ど

が
集
中
す
る
近
畿
農
村
に
多
く
見
ら
れ
䣍
一
村
を
複
数
領
主
が
分
有
す
る
形
態
で
あ
る
䣎
村
高

は
６
給
合
計
１
１
４
０
石
⑤
で
あ
り
䣍
内
訳
は
天
領
６
５
４
石
䥹
５
７
％
・
大
竹
代
官
䥺
と

旗
本
知
行
５
家
４
８
６
石
䥹
４
３
％
・
長
山
・
平
岡
・
曾
我
・
菅
谷
・
中
条
䥺
で
あ
る
䣎
そ
の

特
徴
と
し
て
䣍

①

百
姓
は
一
軒
ご
と
に
各
領
主
に
分
有
さ
れ
て
お
り
自
分
の
所
属
領
主
が
は
䣬
き
り
確

定
し
て
い
る
䣎

②

相
給
領
主
の
支
配
地
は
村
域
の
あ
ち
こ
ち
に
散
在
し
䣍
各
領
主
の
所
属
百
姓
も
村
落
内

に
入
り
混
じ
䣬
て
生
活
し
て
い
る
䣎
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し
か
し
な
が
ら
䣍
実
際
の
農
業
経
営
や
日
常
生
活
は
村
内
で
支
障
な
く
営
ま
れ
䣍
神
社
や

寺
院
も
相
給
割
に
か
か
わ
り
な
く
村
の
氏
神
で
あ
り
䣍
村
の
宗
旨
寺
で
あ
り
䣍
村
の
集
会
所

で
あ
䣬
た
䣎
複
数
領
主
へ
村
内
の
所
領
が
分
割
さ
れ
帳
簿
上
で
は
バ
䤀
チ
䣺
ル
な
村
で
も
䣍

村
民
生
活
は
一
体
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
十
分
リ
ア
ル
な
村
な
の
で
あ
る
䣎

三

綾
瀬
川
の
普
請
と
藻
刈

さ
て
䣍
綾
瀬
川
の
藻
刈
の
始
ま
り
は
䣍
天
和
元
年
䥹
１
６
８
１
䥺
関
東
代
官
伊
奈
半
十
郎

に
よ
り
綾
瀬
川
流
域
１
５
０
䣿
村
に
対
し
藻
刈
組
合
の
結
成
が
指
示
さ
れ
た
こ
と
に
寄
䣬
て

い
る
䣎
総
延
長
は
戸
塚
村
か
ら
隅
田
口
ま
で
１
万
１
５
１
３
間
半
の
規
模
で
あ
る
䣎
そ
れ
に

先
立
つ
寛
永
十
一
年
䥹
１
６
３
４
䥺
幕
府
触
書
で
全
国
を
対
象
に
䣓
悪
水
を
滞
ら
せ
ず…

竹
木

を
蔓
延
さ
す
る
事
の
あ
る
由
聞
え…

村
限
り
掘
浚
へ
水
草
窄
は
䣍
根
と
も
掘
り
又
は
刈
捨
る
べ

し
䣔
⑥
と
材
料
や
人
足
す
べ
て
村
々
の
負
担
で
施
工
す
る
䣓
自
普
請
䣔
を
達
し
て
い
る
䣎
幕
府

が
事
業
費
負
担
の
䣓
御
普
請
䣔
に
よ
る
自
然
改
造
の
大
規
模
土
木
事
業
を
終
え
䣍
今
後
の
広

域
水
利
ネ
䣹
ト
ワ
䤀
ク
を
維
持
管
理
す
る
手
法
と
し
て
䣍
流
域
村
々
を
藻
刈
組
合
と
し
て
組

織
し
䣍
川
の
流
れ
を
阻
害
す
る
障
害
物
清
掃
や
環
境
維
持
の
シ
ス
テ
ム
化
を
目
指
し
た
の
で

あ
る
䣎

公
共
事
業
と
し
て
の
綾
瀬
川
御
普
請
に
つ
い
て
䣍
松
浦
茂
樹
氏
は
䣕
綾
瀬
川
の
歴
史
と
現

状
䣖
⑦
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
䣎
綾
瀬
川
は
䣍
元
荒
川
の
洪
水
氾
濫
治
水
と
し
て
備
前
堰
に
よ

り
流
れ
を
分
流
し
䣍
元
荒
川
と
綾
瀬
川
と
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
䣎

普
請
費
用
に
つ
い
て
䣍
䣕
文
化
六
巳
年
三
月

儀
定
証
文
之
事
䣖
※
①
で
は
䣍 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
此
度
綾
瀬
川
御
入
用
御
普
請
願
上
候
処
䣍
願
之
通
リ
七
䣿
村
組
合
江
被
仰
付
候
二
付
䣍
浚

出
人
足
之
義
者
惣
百
姓
相
談
之
上
村
中
家
別
二
而
相
勤…

人
足
賃
永
無
甲
乙
家
別
二
割

取
候
筈…

定
式
自
普
請
之
義
者
仕
来
之
通
リ…

臨
時
御
入
用
御
普
請
幷
自
普
請
共
二
以

来
家
別
二
而
相
勤
可
申
候
事…

䥹
略
䥺…

当
時
の
水
利
に
つ
い
て
䣍
松
本
精
一
氏
が
䣕
江
戸
時
代
の
農
業
水
利
の
実
態
䣖
⑧
に
も
考

察
さ
れ
て
い
る
通
り
䣍
文
化
六
年
䥹
１
８
０
９
䥺
議
定
で
も
䣍
数
䣿
村
が
組
合
村
を
構
成
し

て
御
普
請
で
の
浚
出
人
足
が
村
毎
に
割
り
当
て
ら
れ
䣍
人
足
賃
は
定
め
ら
れ
た
軒
数
な
ど
で

算
出
し
て
徴
収
す
る
と
さ
れ
て
い
る
䣎
又
䣍䣓
定
式
自
普
請
䣔
と
あ
る
よ
う
に
䣍
毎
年
定
期
的

に
村
負
担
で
必
要
な
維
持
管
理
を
す
る
こ
と
も
約
束
し
て
い
る
様
子
が
判
明
す
る
䣎
幕
府
は

御
普
請
に
よ
る
大
規
模
河
川
改
修
に
よ
り
生
産
基
盤
を
確
保
し
財
政
強
化
を
目
指
し
䣍
村
は

自
普
請
に
よ
る
権
益
の
確
保
䣍
生
活
向
上
と
富
の
蓄
積
の
た
め
水
運
・
用
水
利
用
を
考
慮
し

た
水
利
ネ
䣹
ト
ワ
䤀
ク
の
点
検
保
守
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
䣎
こ
の
相
互
依
存
こ
そ
が
近
世

社
会
を
安
定
発
展
さ
せ
る
キ
䤀
ワ
䤀
ド
と
な
り
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
慮
し
て
い
る
䣎
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そ
の
解
明
の
手
が
か
り
と
し
て
七
左
衛
門
村
も
参
加
し
て
い
る
安
永
六
年
䥹
１
７
７
７
䥺䣕

綾
瀬
川
藻
刈
組
合
議
定
書
䣖
⑨
が
参
考
に
な
り
䣍
こ
の
議
定
書
か
ら
相
給
村
の
村
内
事
情
を

反
映
し
た
内
部
統
制
の
一
端
が
垣
間
見
え
て
い
る
䣎
当
然
䣍
藻
刈
組
合
は
近
隣
他
村
と
組
合

を
結
成
し
て
協
定
す
る
も
の
で
あ
り
䣍
相
給
村
の
七
左
衛
門
村
で
も
村
を
代
表
し
て
対
応
す

る
必
要
が
生
じ
て
く
る
䣎
証
文
に
は
䣓
綾
瀬
川
藻
刈
一
件
之
儀
者
䣍
御
料
所
役
人
引
請
相
勤

候
筈
䣔
と
記
述
さ
れ
村
内
２
０
名
の
連
名
で
䣓
私
領
名
主
䣔
か
ら
䣓
御
領
名
主
䣔
へ
対
応
を
任

せ
る
村
掟
が
約
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
䣎
こ
の
よ
う
に
䣍
村
と
し
て
対
外
的
な
交
渉
や
村

を
代
表
す
る
際
に
は
御
領
名
主
が
委
任
を
受
け
䣍
村
を
代
表
す
る
名
主
と
し
て
記
名
捺
印
し

て
年
貢
・
人
別
・
廻
状
・
訴
状
な
ど
の
村
業
務
を
差
配
し
て
村
内
を
統
括
し
て
い
た
事
実
が

存
在
す
る
䣎

四

藻
刈
の
目
的

で
は
䣍
具
体
的
に
藻
刈
と
は
ど
の
様
な
事
業
で
あ
ろ
う
か
䣍
同
じ
く
七
左
衛
門
村
に
残
る

䣕
寛
政
元
年
七
月

七
䣿
村
取
替
シ
儀
定
証
文
之
事
䣖
⑩
の
記
述
に
注
目
し
て
み
る
䣎

綾
瀬
川
藻
刈
組
合
の
小
組
合
は
䣍
大
間
野
村
・
越
巻
村
・
新
兵
衛
新
田
・
与
右
衛
門
新
田

・
戸
塚
村
・
藤
兵
衛
新
田
六
村
・
七
左
衛
門
村
の
７
䣿
村
※
②
で
あ
る
䣎
小
組
合
と
し
て
議

定
さ
れ
た
内
の
一
部
に
䣍

一
綾
瀬
川
藻
刈
御
役
所
江
御
願
二
罷
出
候
路
用
雑
用
䣍
縦
日
数
相
掛
リ
候
而
茂
此
入
用
壱

貫
文

但
シ
伝
右
衛
門
河
藻
刈
之
儀
者
古
来
ゟ
御
役
所
江
願
書
不
上
䣿
御
場
処
二
而
䣍

…
(

略)

一
綾
瀬
川
藻
刈
丁
場
村
々
境
掟
二
見
数
字
等
慥
二
相
訳
リ
候
様
二
致
置
䣍…

藻
刈
之
節
ハ

村
限
リ
藻
留
致
䣍
左
右
出
張
柳
等
伐
払
藻
草
其
村
境
二
取
揚
䣿
可
申
候
事
䣍

但
藻
刈

組
合
村
々
河
附
不
刈
䣍
不
精
成
村
々
有
之
候
ハ
ゝ
七
䣿
村
ゟ
急
度
相
糺
シ
可
申
候
事…

…

残
ル
村
々
入
用
助
合
惣
代
ヲ
以
御
支
配
様
御
差
図
ヲ
請

御
奉
行
様
迄
茂
罷
出
御
願
申

上
䣍
急
度
相
糺
シ
可
申
候…

䥹
略
䥺

な
ど
の
記
述
が
あ
る
䣎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
寛
政
元
年
䥹
１
７
８
９
䥺
議
定
書
の
全
体
を
要
約
す
れ
ば
䣍

①

年
３
回
ほ
ど
の
河
川
藻
刈
の
実
施
を
幕
府
に
提
出
す
る
䣎
但
し
䣍
地
元
の
伝
右
衛
門
河
は

独
自
に
開
発
し
た
干
拓
地
の
悪
水
䥹
排
水
䥺
が
目
的
の
た
め
䣍
藻
刈
組
合
の
対
象
か
ら
除

外
し
単
独
で
維
持
管
理
す
る
䣎

②

幕
府
奉
行
所
の
現
場
視
察
・
完
了
検
査
役
人
の
宿
泊
費
・
船
賃
等
費
用
を
負
担
す
る
䣎

③

村
ご
と
の
請
負
範
囲
䥹
藻
刈
丁
場
䥺
を
確
認
し
䣍
左
右
柳
張
り
出
し
等
刈
り
払
い
䣍
刈
䣬

た
草
等
を
村
境
に
積
み
上
げ
て
検
査
を
う
け
る
䣎
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④

費
用
は
村
々
の
相
談
で
負
担
を
と
り
き
め
る
䣎

⑤

各
支
配
領
主
に
報
告
・
指
示
を
受
け
幕
府
奉
行
所
へ
申
請
す
る
等
䣎

こ
の
記
述
に
よ
り
藻
刈
は
䣍
河
川
維
持
の
た
め
の
基
盤
整
備
・
清
掃
活
動
で
あ
る
こ
と
が

理
解
で
き
る
䣎
川
に
繁
も
す
る
マ
コ
モ
・
葦

な
ど
が
溜
ま
り
䣍
ゴ
ミ
や
河
川
敷
か
ら
張
り

出
す
柳
等
䣍
流
水
の
支
障
物
を
取
り
除
く
作

業
を
流
域
全
体
で
実
施
す
る
作
業
で
あ
る
䣎

藻
刈
組
合
を
は
じ
め
目
的
に
応
じ
大
小
無

数
の
組
合
が
組
織
さ
れ
た
記
録
が
残
䣬
て

い
る
䣎

五

村
議
定
と
藻
刈

更
に
䣍
村
内
に
お
い
て
も
藻
刈
が
特
別
な

事
業
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
史
料
を
同
村
文
書
か
ら
見
出

し
た
䣎

䣕
明
和
三
年
正
月 

 

四
ツ
谷
前
一
組
成

議
定
証
文
之
写
䣖
※
③

相
究
申
議
定
一
札
之
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
高
四
百
弐
拾
弐
石
壱
斗
九
升
五
合
五 

 
 

勺

但
シ
上
組
・
四
ツ
谷
組
・
前
谷
組

三
組
高

一…

綾
瀬
川
藻
刈
之
節
御
奉
行
様
ゟ
須 
 
 
 
 

田
落
口
迄
村
々
藻
刈
丁
場
有
無
見
分
致
し

候
様
二
被
仰
付
䣍
舟
二
而
見
分
致
候
䣍
此
義

昼
中
食
為
代
村
方
江
割
出
し
候
得
と
も…

尤
船
賃
之
義
者
五
䣿
村
幷
二
割
合
請
差
出
し
可
申

候
䣍
外
入
用
之
義
者
百
姓
困
窮
二
付
䣍
此
度
村
役
人
中
頼
入
申…

(

略)

明
和
三
年
䥹
１
７
６
６
䥺
議
定
書
は
䣍
村
内
の
組
に
お
い
て
組
の
統
合
を
図
り
経
済
的
な

負
担
を
減
ら
す
目
的
で
組
編
成
し
た
覚
書
で
あ
る
が
藻
刈
が
重
要
と
し
て
引
継
い
で
い
る
䣎

六

ま
と
め

七
左
衛
門
村
は
䣍
帳
簿
上
は
支
配
領
主
６
給
の
複
雑
な
相
給
村
の
性
格
を
有
し
て
い
る
が

䣍
実
態
は
領
主
の
配
分
割
合
に
よ
り
正
確
に
帳
面
上
区
分
さ
れ
て
い
る
䣎
相
給
村
と
い
え
ど

も
村
高
と
村
域
を
確
定
さ
れ
た
関
係
は
全
国
の
村
支
配
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
䣎 ⑪藻刈丁場図 宝暦 11年   解読：加藤 幸一氏
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一
方
䣍
村
の
氏
神
・
寺
院
・
集
会
所
な
ど
は
村
と
し
て
共
同
利
用
し
䣍
対
外
的
に
は
御
領

名
主
が
村
を
代
表
し
て
納
税
・
人
別
・
宗
門
改
を
処
理
し
䣍
私
領
名
主
も
含
め
村
役
人
を
束

ね
て
村
内
を
統
括
す
る
䣎
生
産
活
動
と
村
民
生
活
は
一
体
で
行
わ
れ
他
村
と
の
決
定
的
違
い

は
見
受
け
ら
れ
な
い
䣎
そ
の
中
に
あ
䣬
て
特
徴
的
な
こ
と
は
綾
瀬
川
と
の
関
係
が
存
在
し
て

お
り
䣍
藻
刈
組
合
村
の
仲
間
と
し
て
対
応
が
議
定
書
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
䣎

七
左
衛
門
村
の
井
出
家
文
書
・
松
沢
家
文
書
は
藻
刈
の
実
体
が
解
明
で
き
る
貴
重
な
史
料

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
䣎

①

幕
府
は
河
川
整
備
・
支
配
統
制
・
犯
罪
摘
発
な
ど
広
域
に
複
数
領
主
を
支
配
す
る
䣎

②

村
は
幕
府
権
力
の
威
光
を
利
用
し
て
領
主
間
や
近
隣
他
村
と
の
権
利
調
整
を
図
る
䣎

③

幕
府
と
村
は
お
互
い
に
相
互
依
存
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
制
御
さ
れ
て
い
る
䣎

い
づ
れ
に
し
て
も
䣍
七
左
衛
門
村
の
藻
刈
議
定
書
を
手
掛
か
り
に
検
討
し
た
䣕
村
䣖
の
イ

メ
䤀
ジ
は
䣍
支
配
形
態
に
相
違
は
あ
る
が
䣍
帳
簿
上
で
分
割
さ
れ
た
百
姓
が
共
同
し
て
生
活

秩
序
を
維
持
し
て
い
た
実
態
が
解
明
で
き
た
䣎
幕
府
権
力
に
依
存
し
な
が
ら
䣍
独
自
に
決
め

た
ル
䤀
ル
に
従
い
近
隣
関
係
の
維
持
に
努
め
た
日
常
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
る
䣎

䣗
添
付
資
料
䣘

※
①
䣕
文
化
六
巳
年
儀
定
䣖
と
䣕
綾
瀬
川
の
清
掃
䣖
写
真

越
谷
市
デ
ジ
タ
ル
ア
䤀
カ
イ
ブ

※
②
䣕
綾
瀬
川
通
り
流
域
絵
図
䣖
と
䣕
七
左
衛
門
村
絵
図
䣖
越
谷
市
デ
ジ
タ
ル
ア
䤀
カ
イ
ブ

※
③
䣕
四
ツ
谷
前
組
一
組
成
証
文
之
写
䣖
写
真
と
解
読

井
出
家
文
書

越
谷
市
図
書
館
蔵

䣗
参
考
文
献
䣘

①

水
木

邦
彦
䣕
村

百
姓
た
ち
の
近
世
䣖

岩
波
新
書

２
０
１
５
年

②

䣕
新
扁
武
蔵
風
土
記
稿
䣖

第
七
巻

雄
山
閣

１
９
９
６
年

③

䣕
村
差
出
明
細
帳
䣖
越
谷
市
史
三

井
出
家
文
書

越
谷
市
図
書
館
蔵

④

䣕
五
給
所
寄
高
帳
䣖
越
谷
市
史
三

井
出
家
文
書

越
谷
市
図
書
館
蔵

⑤

䣕
旧
高
旧
領
取
調
帳
䣖

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
デ
䤀
タ
ベ
䤀
ス

⑥

䣕
越
谷
の
河
川
と
用
水
䣖
越
谷
市
史
一

越
谷
市
図
書
館
蔵

⑦

松
浦

茂
樹
䣕
綾
瀬
川
の
歴
史
と
現
状
䣖

水
利
科
学
３
６
０
号

２
０
１
８
年

⑧

松
本

精
一
䣕
江
戸
時
代
の
農
業
水
利
の
実
態
䣖

農
業
農
村
学
会

２
０
０
９
年

⑨

䣕
綾
瀬
川
藻
刈
組
合
議
定
書
䣖
越
谷
市
史
三

井
出
家
文
書

越
谷
市
図
書
館
蔵

⑩

䣕
寛
政
元
年
七
䣿
村
取
替
シ
儀
定
証
文
䣖
越
谷
市
史
三

越
谷
市
図
書
館
蔵

⑪

䣕
藻
刈
丁
場
図
䣖
宝
暦
十
一
年

新
川
筋
絵
図
面

解
読

加
藤

幸
一
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Ｓ51綾瀬川の清掃

添
付
資
料
※
①

綾
瀬
川
の
風
景 

 
 
 
 
 
 
 

文化６巳年 綾瀬川御普請 覚
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【綾瀬川通り流域絵図 部分】 文政 13年（復刻版）        出典：越谷市デジタルアーカイブ

【七左衛門村絵図】

  明治初期

添
付
資
料
※
②
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添
付
資
料
※
③

丙

明
和
三
年
戌
正
月

四
ツ
谷
前
一
組
成
議
定
証
文
之
写埼

玉
郡
越
ケ
谷
領

七
左
衛
門
村

︻
部
分

解
読
︼

一
越
ケ
谷
・
大
沢
両
宿
江
御
伝
馬
勤
方
大
切
二
︑百
姓
者
不
及
申
二
家
守
請
役
之
も
の
共
帳
本
方
ゟ
相
触
申
候
ハ
ゝ
︑

遅
参
不
参
不
致
急
度
相
勤
︑通
帳
名
前
江
当
番
之
問
屋
中
之
印
形
取
可
申
候
︑尤
村
才
料
之
義
者
村
方
之
人
馬
落

二
罷
出
候
義
ニ
御
座
候
間
︑
急
度
通
帳
勤
候
印
形
取
︑
帳
本
方
江
通
帳
相
返
し
持
参
可
致
候

一
名
主
・
組
頭
中
越
ケ
谷
宿
又
霞
寄
会
ニ
罷
出
候
時
者
︑
申
ノ
年
迄
小
遣
銭
︑
夜
入
申
候
ハ
ゝ
蝋
燭
代
共
二
割
出
シ

候
︑
并
綾
瀬
川
藻
刈
之
節
御
奉
行
様
ゟ
須
田
落
口
迄
村
々
藻
刈
丁
場
有
無
見
分
致
候
様
二
被
仰
付
︑
舟
ニ
而
見
分

致
候
︑
此
義
昼
中
食
為
代
村
方
江
割
出
し
候
得
と
も
︑
当
戌
年
ゟ
割
出
し
不
申
候
︑
尤
舟
賃
之
義
者
五
ἅ
村
并
二

割
合
請
差
出
し
可
申
候
︑
外
入
用
之
義
者
百
姓
困
窮
二
付
︑
此
度
村
役
人
中
頼
入
申
候


